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Al-Sn-Bi 系合金は水との接触のみで水素を製造することが可能であり，これまでの Al を用いる水素製
造に必要とした撹拌装置が不要である．  
本研究では水素製造システムの要求を満たす Al-Sn-Bi 系合金を使用した水素製造実験を行った。さ









図 1 に Al-40%Sn-10%Bi 合金による高圧水素製造の結果を示す．また，Al-100%の実験結果も比較
対象として図 1 に示した． 
 
 




















Al-100%:5g の場合では圧力は 0.6MPaG までしか上昇しなかったが，Al-40%Sn-10%Bi:5g を用いた
場合は 5.6MPaG まで上昇した．Al40%-Sn-10%Bi:7g では開始 10 分ほどで約 8MPaG，30 分ほどで約
9MPaG まで圧力は上昇し，最終的には約 12MPaG まで上昇した．また Al-40%Sn-10%Bi:10g を用いた















図２ システム概念図                        図３ 反応容器概念図  
 
図３に反応容器の概念図を示す。反応容器自体をスライドさせ，各反応器内で各々の反応を進行さ
せる．最初の過程では水と Al 合金から水素を取り出し，次の過程では水酸化 Al をヒーターで加熱し水と














Al-20%Sn-10%Bi 合金を用いた場合の推進剤質量を表 1 に示す．Al-20%Sn-10%Bi 合金を用いるこ


































燃料 水素ガス 水素ガス ヒドラジン 
酸化剤 LOX LOX 四酸化窒素 
比推力 (s) 450 450 310 
燃焼圧 （MPaA) 0.69 0.69 0.69 
膨張比 150 150 150 
H２ (㎏) 16.08 16.08 
LOX (㎏) 112.55 112.55 
Al 合金 (㎏) 289.41 206.72 
H２O (㎏) 12.06 12.06 
N2H4 103.73 
NTO 82.99 
推進剤合計 (㎏) 414.02 331.33 186.72 
衛星質量 (WET) (㎏) 727.3 644.61 500 
